
１ 公の施設の概要 名 称：北海道立オホーツク流氷公園 担当課（室）
所 在 地：紋別市元紋別
設置目的：ゆとりとうるおいのある環境づ 建設部まちづくり局都市環境課
く り を進め 、多様なレク リ ェーシ ョ ン需要 （公園計画係）
を充足する。 直通：011-204-5571

代表： 011-231-4111（内線29-614）

２ 申請期間 令和３年１０月１８日（金）～１２月６日（月）

公 申 指定期間（予定） 令和４年４月１日～令和９年３月３１日
募 請
概 条 業務の範囲 （１ ）公園施設の管理運営に関すること。 （管理又は設置の許可を受けたものは除く）
要 件 （２ ）有料施設の利用承認に関すること。 (北海道立都市公園条例第６条第１項関係)

（３ ）利用の禁止又は制限（災害等の場合）に関すること。
（４ ）その他知事が定める業務

利用料金制度 導入済（平成２４年度～）

負担金限度額 ２６９，０３５，０００円

審査基準等 別紙「北海道立都市公園指定管理者候補者決定基準」（公募要項別添４）のとおり

３ 申請結果 申請者数：１団体（うちコンソーシアム１）

４ 名 称 北海道立オホーツク流氷公園指定管理者候補者選定委員会

選 設置要綱 別紙「北海道立都市公園指定管理者候補者選定委員会設置要綱」のとおり
定
委 委 員 区分 氏 名 所 属 備考
員
会 委 員 長 松村 寛一郎 東京農業大学教授（生物産業学部） 学識経験者

委 員 岡田 慶一 東京農業大学助教（生物産業学部） 学識経験者
委 員 加賀 博之 紋別商工会議所事務局長 経済界代表
委 員 菊池 洋斗 学校法人紋別大谷学園教諭 利用者代表

開 区 分 開催日時・場所 議 事 出席率
催
状 第一回 令和３年９月２１日（火） ・公募方法、選定の基準及び方法について １００％
況 オンライン開催

第二回 令和４年１月７日（金） ・申請資格等（形式的要件）審査及び必須項 １００％
オホーツク総合振興局 目審査・加点項目審査について

・申請者に対するヒアリングの実施
・指定管理者候補者の選定

審査の経過 第１回委員会において、公募方法、選定の基準及び方法について検討を行った。
令和３年１０月１５日から公募を開始し、締切までに１団体から申請があり、事務局に

おいて申請資格（形式的要件）等に係る事前審査を行った上で、申請書類等の副本を各
委員に送付し、検討を依頼した。
第２回選定委員会において、申請者からヒアリングを行い、引き続き各委員が必須項

目審査及び加点項目審査を実施した。候補者決定基準に基づく採点をし、その集計結
果に基づき、最高得点をつけた委員数が最も多かった団体を指定管理者の最適な候補
者として決定した。

採点結果 別記のとおり

審査の結果 指定管理者の候補者
緑と観光のジョイグループ 会長 棚橋 一直

選定理由 利用促進の方策、公園利用者に対する質の高いサービスの提供、地域住民との協
働、植物管理業務の適正な計画内容、環境に配慮した効果的な施設運営など、現指定
管理者としての経験・実績を踏まえた効果的かつ意欲的な提案内容であり、今後、本公
園が様々な地域活動の拠点としての役割を果たし、施設の効用を発揮することが期待
できるため、候補者として選定した。

学識経験者委員の 応募者が１団体のみだったため、競合相手がなくいくつかの提案内容を相互に比較
主な意見 検討しより優れた提案者を選定するという手続きはとれなかったが、審査基準に沿って、
（又は総評） 十分な審議を尽くすことができた。

当該団体については、利用者の年齢層や季節に合わせたより具体的な利用促進の工
夫があればなお良い、また新しい提案が少なかったのではという意見も出されたが、地
域の特色を生かした企画運営や、地域住民を含めた様々な関係者との協同の体制をさ
らに推進していく計画は優れており、地域全体で様々な企画のアイディアを出している
点は非常に評価できる。
今後は福祉や雇用、観光振興における経済効果や仕掛け作り、災害時等における公

園が担う役割を考え、緊張感を持ってイノベーションに取り組み、引き続き道立公園の
運営管理そして活性化に努力していただきたい。

別紙９


